
参考資料 

◆Quer Swingar Vem Pra Cá(ケール・スウィンガール・ヴェン・プラ・カ)について 

世界的に有名な「リオのカーニバル」のトップリーグに出場する老舗チーム G.R.E.S. Unidos 

de Vila Isabel（ウニードス・ヂ・ヴィラ・イザベル）の打楽器隊メンバー、宮澤摩周により

2012 年に東京で結成されたサンバ団体です。 

ポルトガル語で「スウィングしたけりゃ、こっちにおいで」という意味のチーム名は、宮澤のサンバの師で

あり、リオデジャネイロのサンバの歴史を 50 余年に渡り築き

上げてきた、メストリ・トランビッキから授かりました。 

10～60 代、学生・社会人・プロミュージシャンなど、年

齢も背景も様々なメンバーが集まり、「ホンモノのサンバをと

ことん目指したい！」という情熱を持って活動中です。

2013 年春の初ステージ以来、「リオの音が響く！」と日本

のサンバファンの間で話題になり、さらに SNS を通じて本場

リオのサンバ演奏家からも称賛のコメントが寄せられていま

す。 

 

●最大の特徴は、「リオと同じやり方」 

当団体の強みは、リオで行われているトレーニングメソッドやサンバ

に対する考え方をそのまま持ち込んで活動している点です。地球の反

対側にあたる日本では、生活に根付いた現地のサンバ文化に対する理

解はまだまだ進んでいるとは言えず、インターネットを介して様々な情報

が手に入る時代となったことでかえって断片的な理解や独自の解釈が

浸透してしまっていることすらあります。その中で、当団体は宮澤の師で

あるメストリ・トランビッキの門下生を中心としたリオ支部を現地に有

し、代表の宮澤を介して得られる最新の現地情報をそのまま団体運

営の指針としています。それは演奏内容の表面的な真似事ではなく、練習方法や指導方法、コミュニティとしての団体

運営における考え方やメンバー間の信頼関係づくりの術など、多岐にわたります。毎年約 50 万人を動員する「浅草サン

バカーニバル」をはじめ、実は日本でもサンバは盛んで数多くのサンバ団体が存在していますが、演奏内容で現地を追いか

けることはできても、このような文化の根底の部分からそれを学び、現地と同じ方法で徹底的に基礎から技術を磨くことを

目標に据えて活動する団体は当団体以外にはありません。 

それゆえ当団体は、地球の反対側の音楽文化を常に最新の状態で

日本に発信できる拠点としての役割も担っており、日本国内・現地ブラ

ジル双方から期待を寄せられています。特にリオのカーニバル出場にあた

っては、南米を中心とした旅行代理店の㈱アルファインテルやサンパウロの

楽器メーカー「SAMBA MUSIC」からの協賛のほか、駐日ブラジル大使

館からの後援も受けており、2025 年は在リオデジャネイロ日本国総領

事館の「日本ブラジル友好交流年周年事業」にも認定されました。 

 

●団体の詳細や活動の様子はこちら 

オフィシャルサイト：https://qsvpc.com 

Instagram：https://www.instagram.com/querswingar/?hl=ja 

Facebook：https://ja-jp.facebook.com/swingueiratoquio/ オフィシャルサイト 

※時期により内容が変更となることがあります。※画像はすべてイメージです。 

https://qsvpc.com/
https://www.instagram.com/querswingar/?hl=ja
https://ja-jp.facebook.com/swingueiratoquio/
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◆メストリ・トランビッキについて 

 当団体の名付け親でもあるメストリ・トランビッキは偉大なサンバの作曲家・パーカッショニストです。 

名立たるアーティストのバックバンドを務め、数多くのCD

のクレジットに彼の名が並んでいます。 

リオのカーニバルコンテストの子供部門にあたる

「Escola de samba mirim(エスコーラ・ヂ・サンバ・ミ

リ ン)」 に 参 加 す る ヴ ィ ラ ・ イ ザ ベ ル の 子 供 の 部

「Herdeiros da Vila（エルデイロス・ダ・ヴィラ）」の

創設者の一人としても有名で、サンバを通じてヴィラ・イ

ザベル地区の多くの子供を教育・指導してきました。同

地区から輩出されたミュージシャン・演奏家の多くは彼

を師として仰ぎ、リオだけでなく、ブラジル中の多くのミュ

ージシャンから尊敬を集める存在でした。 

 当団体の代表である宮澤は 2005 年より彼の最

後の弟子として師事し、彼との約束通り日本に本物のサンバを根付かせるために当団体を立ち上げました。2015 年に

メストリ・トランビッキが来日した際には、ワークショップやライブ出演を通じて、当団体のみならず日本の多くのサンバ愛好家

へサンバのエッセンスの種を蒔きました。 

 

◆本プロジェクトの目的 

 当団体がリオのカーニバル公式プログラムへ参加する目的は、当団体の名付け親であり、代表の宮澤の師である 

Mestre Trambique (メストリ・トランビッキ・2016 年没)への哀悼および感謝の意を示し、彼が住んだ地区の

人々や影響を受けた演奏家たちとの交流を果たしながら、ブラジルのサンバ文化への理解を深める事にあります。宮澤

が彼と生前に交わした、「いつかリオに日本のメンバーを連れてきて、一緒にカーニバルへ参加しよう」という約束を胸に、毎

年メンバーが日本からリオへと渡ります。 

 

●現地のカーニバルに出場する意義 

 日本の団体がリオのカーニバルで演奏することは、大きな驚きをもって地元の人々の注目を集めましたが、それに留まらず

現地の人々と交流することで、「実際にサンバがどのように現地の生活に関わっているか」、「どのような歴史・社会的背景を

伴って今のサンバ文化が存在しているのか」などを肌で感じ、それを日本に持ち帰って国内での演奏に活かすことができると

いうことは、日本におけるブラジル文化の正しい理解促進のために大きな意義があるといえます。また、現地の人々からは、

「私たちの文化が地球の反対側で愛さ

れているということに誇りを感じる」といっ

たコメントもあり、日本とブラジルを繋ぐ懸

け橋としての役割も果たしています。なお

本取り組みは、駐日ブラジル大使館か

らの後援を受けています。 

  

代表の宮澤摩周（右）と宮澤の師 メストリ・トランビッキ（左） 

※時期により内容が変更となることがあります。※画像はすべてイメージです。 
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◆リオ市内のカーニバル (Carnaval de Rua) について 

 世界的に有名な「リオのカーニバル」。日本での一般

的なイメージは Marquês de Sapucaí（マルケス ヂ 

サプカイ）通りにある「Sambódromo(サンボードロ

モ)」という専用会場でのパレードコンテストを指すことが

多いですが、こちらはリオ市の観光資源としての側面も

持つショーイベントで、各地域を代表する Escola de 

Samba(エスコーラ ヂ サンバ)と呼ばれるサンバチーム

が優勝を目指してパレードをします。一方で、世界で

最も多くのカトリック信者がいると言われるブラジルの人々にとって、カーニバルは宗教上の重要なお祭り。日本のお祭

りと同じように地域の人々が地元をあげて盛り上がるとてもローカルなイベントです。カーニバル期間中はリオ市内各地

がステージとなり、ブロッコ カルナヴァレスコと呼ばれる団体のストリートパフォーマンスが連日繰り広げられます。毎年お

よそ 500 もの大小さまざまな団体が公式参加するこのストリートカーニバルの主役はその場にいる全員。誰もが思い思いに

仮装して楽しめ、パフォーマーとの距離感が近いことが特徴です。当団体が出場するのもこちらのストリートカーニバル公

式プログラムとなります。 

 

●参考：riocarnaval.org（公式 HP）でのストリートカーニバルについての説明ページ 

https://www.riocarnaval.org/rio-carnival-program/the-best-street-parties 

 

◆カーニバル（Carnaval de Rua）出場が決まるまで 

 当団体が、リオ市の承認を受けて市内のカーニバルへ公式出場するまでには例年以下のような手順を踏みます。 

申請には現地の納税者番号（CPF）が必要なため海外からの参加は非常に難しく、当団体リオ支部と連携し手続きを

進めます。 

 

前年夏頃 翌年のカーニバル出場の準備開始 

前年夏～秋頃 パフォーマンステーマを決定 

前年秋頃 テーマに合わせた楽曲の制作を開始 

前年秋頃 テーマに合わせたオリジナルシャツの制作を開始 

前年 10 月 Riotur（リオ市のカーニバル事務局）への出場申請 

前年 10 月～ 

当年 2 月頃 

申請受理時に指示される追加提出書類の準備 

例：リオ市警察・リオ市消防それぞれからの許可証等（許可を得るた

めに消火器手配、公衆トイレレンタル、占有箇所の図面作成、救急

スタッフのテント設置計画等の提出が必要） 

当年 2 月頃 上記追加書類の提出 

当年 2 月頃 Riotur より正式な出場許可が下りる 

 
Riotur からの申請受領証 

※時期により内容が変更となることがあります。※画像はすべてイメージです。 

https://www.riocarnaval.org/rio-carnival-program/the-best-street-parties
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◆これまでの実績 

●リオでの活動実績 

  初年度の 2018 年から会場にはおよそ 1,000 名の観客が詰めかけ、日本のサンバチームは大きな歓声を浴びながら

カーニバルを盛り上げました。また、初年度は日本からの遠征メンバーが主体だった演奏も、年を重ねるごとに、代表の宮

澤も所属する地元のサンバチーム「Unidos de Vila Isabel(ウニードス・ヂ・ヴィラ・イザベル)」のメンバーや、メストリ・トラ

ンビッキの門下生たちが共に出場するようになり規模が拡大しました。著名なアーティストが仮装をして参加するお馴染みの

カーニバル風景も見られ、現地の文化に段々と溶け込んできていることが感じられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日本国内での主な出演実績（2026 年 2 月時点） 

池袋サンバカーニバル in サンシャイン 60 通り(2013、2014、2015、2016)、岐阜県美濃市制施行 60 周年記念パレード「夢かなうまち★うだつカーニ

バル」(2014)、J-WAVE＜NIPPON EXPRESS SAÚDE! SAUDADE...＞CARNAVAL(2015、2016、2019、2020、2023、2024、2025)、ブラジルフ

ェスティバル/代々木公園(2016、2017、2018、2019)、大田区スポーツ健康都市宣言記念事業 第 5 回おおたスポーツ健康フェスタ(2018)、Pedro 

Miranda with Grupo Cadência Japan Tour(2018、2025)、テレビ朝日「題名のない音楽会」(2019)、下北沢サンバパレード in カレーフェスティ

バル(2023)、立川よいと祭り(2019、2022、2023、2024、2025)、経堂まつり(2019、2013、2024、2025) 他 

■お問い合わせ先 

お問い合わせフォーム：https://forms.gle/QcKaHcoqhJpNHiRd8 

メールアドレス：rioswingueira@gmail.com TEL：080-1968-4645(稲垣) / 080-5073-1670(大木) 

日本・ブラジルいずれでの取材・撮影も対応可能です。お気軽にご相談ください。 

左：初めてのリオのカーニバルでの演奏 右：会場に詰めかけたおよそ 1,000 人の観客（いずれも 2018 年） 

左：地元メンバーも詰めかけ 50 人以上でのパフォーマンスに（2019 年） 右：リオ支部メンバーとの新曲レコーディング（2020 年） 

左：テーブルを囲んで皆でサンバを楽しむ Roda de Samba(ホーダ・ヂ・サンバ)のスタイルにも挑戦 右：現地文化に倣って仮装をしての演奏（いずれも 2024 年） 

※時期により内容が変更となることがあります。※画像はすべてイメージです。 

リオでの活動の様子

はこちら（動画） 

https://forms.gle/QcKaHcoqhJpNHiRd8
mailto:rioswingueira@gmail.com
https://qsvpc.com/activity_category/expedition/
https://qsvpc.com/activity_category/expedition/

